平成２６年度ソフトバレー・近畿ブロックフェスティバル
開催要項
１　目　　的　　生涯を通して親しく楽しめるスポーツ環境をつくり、明るく豊かな地域社会づくり
等の役割と老若男女を問わず手軽に楽しめるソフトバレーを提唱する。そして活動の機会を提唱することによりソフトバレーの普及と発展に努めるとともに、参加者の健康の増進と体力向上並びに交流を深めることを目指し、バレーボールのより一層の普及と振興に寄与することを目的とする。
２　主　　催　　公益財団法人日本バレーボール協会　　日本ソフトバレーボール連盟
３　主　　管　　近畿バレーボール連盟　　近畿ソフトバレーボール連盟
京都府バレーボール協会　　京都府ソフトバレーボール連盟
４　後　　援　　京都府　　公益財団法人京都府体育協会
５　オフィシャルボール　　（株）ミカサ　　　（株）モルテン
６　開催期間　　平成２６年８月２４日（日）午前９時３０分～（受付９時～）
７　開催場所　　向日市民体育館（１２面）
京都府向日市森本町小柳２３－１　

ＴＥＬ　０７５－９３２－５０１１
　　　　　　　　　　最寄駅ＪＲ東海本線向日町駅下車　

徒歩　２０分
８　参加資格　　参加チームの構成員は平成２６年度公益財団法人日本バレーボール協会の個人（メンバー）登録（ＭＲＳ）を完了しているチームで各府県バレーボール協会・ソフトバレーボール連盟が推薦するチーム。
　　　　　　　　参加者のうち一人以上は、公益財団法人日本バレーボール協会公認のソフトバレーボール・マスターリーダーまたはリーダーの有資格者であること。
９　種　　別　　①　トリムの部　　　　４０歳以上・５０歳以上の男女各2名
②　シルバーの部　　　５０歳以上・６０歳以上の男女各2名
③　レディスの部　　　３９歳以下１名・４０歳以上３名の女性
④　メンズの部　　　　３９歳以下１名・４０歳以上３名の男性
⑤　フリーの部　　　　１８歳以上の男女各２名
10　参 加 数　　各種別（トリムの部・シルバーの部・レディスの部・メンズの部・フリーの部）と

に各府県２チームの計１０チーム（合計６０チーム）とする。
11　参 加 料　　￥３,０００円
12　競技規則　　公益財団法人日本バレーボール協会制定の２０１４年度ソフトバレーボール競技

規則を準用する。
13　チーム構成　９名以内（監督１名・選手８名）とする。選手は監督を兼ねることができる。
14　競技方法　　競技はすべて３セットマッチで行い、競技方法は次のとおりとする。
各種別で３～５チームのブロックによる予選グループ戦を行い、各ブロックの上位チームによる決勝・順位別トーナメント戦とする。
15　申込締切日　平成２６年７月２５日（金）必着厳守
16　申 込 先　　現金書留封筒に参加申込書・チーム加入選手一覧表（ＭＲＳ）・参加料・返信用ハ
ガキ（返信宛名記入のこと）を同封のうえ、下記の申込先まで送付すること。
　　　　　　　 ●申込先　（受け付は郵送のみとする）
〒６１０－１１０２　京都市西京区御陵大枝山町３-１７-１５
中川　栄子　　ＴＥＬ　０７５－２０４－９８８２（自宅・夜）
　　　　　　 　●問合せ先　京都府ソフトボール連盟理事長　　片山　仁士
　　　　　　　  　　　（ＴＥＬ　　　０７７１－３２－１４６３）
　　　　　　　  　　　（携帯電話　　０９０－１１５２－８３３３）
17　表　　彰　　各種別の決勝トーナメント戦の上位チームを表彰する。
18　開 会 式　　午前９時３０分　向日市民体育館で行う。
19　組合抽選　　開催地実行委員会で厳正に抽選する。
20　そ の 他　　①　年齢は平成２７年４月１日現在の満年齢とする。
②　参加申込後の参加辞退は、必ず事前に連絡すること。（参加料は返金しない）
③　複数の種別に参加申込をするチームは同じ封筒で同時に申し込むこと。
④　審判は相互審判とするので、各チームとも審判笛を２種類（長・短）持参のこと。また、ソフトリーダー有資格者は「ワッペン」を着用のこと。
⑤　ユニフォームは各チームで準備すること。（背と胸に番号をつけること）
⑥　会場では上下足の区別をつけること。
⑦　指定場所以外での喫煙・飲食はしないこと。
　　　　　　　　⑧　チームで出したゴミは責任を持って持ち帰ること。
　　　　　　　　⑨　参加者の障害については、応急処置の他は一切責任を負わない。
　　　　　　　　⑩　出場選手は健康管理に十分留意して参加のこと。
　　　　　　　　⑪　健康診断は各自事前に受けておく。
　　　　　　　　⑫　会場には出来るだけ公共交通機関を利用のこと。
